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大雪山に産するミズダニの一種

Arrenurus ( Arrenurus) daisetsuensis Imamura 

の生活史1)
Studies on the life-hisもoryof the water mite, 

Arrenurus ( Arrenun1s) dn.isetimensis Imamura, from 

Mt. Daise色su.

今村泰

Taiji Imam町 a

北海道事事大事旭川分校生物製教室

I.患者 言 ミズfニの生活史は未詳の種類が多く，今迄に知られている種類は全体からみればほん
の一部分に遁ぎな＂＇＜＞叉たとえ今迄に知られているものも断片的になされたものが多 L、。ミズf ニの生活史の

最も重要な問題の一つはその第一幼虫（Larva）が他の車物く主として昆虫類〉に寄生するかどうか，又寄生

するとすれば何にどんな獄態で寄生するかとL、う事である。筆者の今迄の研究によると； Lar'¥"aが他昆虫に

寄生するかどうか疑問とされていた泉性並びに流水性のミズfニく例えば Partnunia,Spercbon, .Hygrobates 

麗等Jも昆虫類に寄生する事が明らかになった。 2）これによってミズダユの第一幼虫は必ず一度は他動物に寄

生する事が推定されたわけである。 Arrenurus扇ミズダニの生活史は割合に研究せられた種類が多いもの L一

つで，既に大分以前から色々な種類のトシボに赤や青のミズダニの幼虫が寄生している事が報告されている。

Goetzeく1776）はこれを Libellenl1iu seといっている。これは Arrenurus嵐の Larvaを見Lていた

と想傑される。 Krendowskyく1878）は Arrenuq1spa pi.11 a torがトンボeの麹につL、てL、る事を接見した。

叉 Libellula,Agrion, Lestes, Caloptery.x:, Aescbna, Anl!.X等につく事を見ている。 Soarυ9JI) 

は Arrenurusglobatorがトシボ3撞， Agrion pulcellum, Agrion puella, Sympetrum meridion:ile 

に寄生する事をみており， Lucasく1926）は Arrenurus属の1種がトシボ3彊 Sympetrum nreridionale, 

Pyrrhosoma nymphulれ， Ischnura elegans に寄生する事を報告してL、る。 Campion(1909 はArrenurus

globatorく？〉がトン制句麗Erytbrommaoayss, Pyrrhosoma nympbula, Syrnpetrum凶 eridionaleに

寄生しもているのをみた。

:Musseliusく1914）は Arrenuruspapilla.torが Cu1icidaeの蚊に， Arremirus Neumanniがト

シボ2撞， Sympetrummer idiooale, Sympetrtim vul gatumに寄主ずる事を報告してL、る。又MacGillary

く1913）は Arreuurus属の1種が Sympetrummeridionale, S. Fonscolombii, Ischnura elegans, 

Agrion pulchellum, Corduri:i aenea等のトンボに寄生している事を詑してL、る。

- Wesenberg-Lundは1918年各種ミズPダニとその寄主くRo目的との綜合的研究を護表し，その中に

Arrenurus麗ミズfニが7鍾類のトンボに寄生する事を，更に1939年には Agrionsp. lこ．もついている事を

き裏表した。 vValterく1926) は Arrenurusの1種が Culex及び Anopheles嵐の蚊に寄生する事を記して

L、る。

Lundbladく1927）は Aミrenuruspustulatorが Corduliaの幼虫くNymph）に，又 Arrenurusの
1種が Anopbd~ s macul ip~nnis につく事を報告している。 1¥lotas (1928）は Arrenurusの1種がガムシ

の1種 Hydropbilussp・の幼虫に寄生している事を報告してL、る。これは Arrenurus が水棲甲虫の幼虫に

寄生する事ρ最初の報告である。宮崎一郎は1933-'45年にわたって Anopheleshyrcanus sinensi s に
Arrenurus madarasziの寄生する事を報告している。 :Miyazakiく1936),Ucbtdaく193'7）は Arrenurus

agr ion i col n日が Coenagrion quadr igerumに寄生する事を記してL、る。 :Miinchbergは1935-1'8年にわ

りこの研究に要した費用は文部省自然科事研究費に負う。こ与に記して謝意を表する。
2）詳細は別論文として印刷中で、ある。
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たつゼ Arrenurus麗ミズダニが各種トンボに寄生する事を護表している。彼によるとトンボに寄生する

Arrenurusは24麗もあり， 1種類のトンボに多くの種類の Arrenurusがつくと共に1種類の Arrenurusが

数種類のトンボにつく事を見ている。例えば Arrenuruspustulator は8種類のトシボに寄生しており， 1~

のトンボに多い時Eこは285匹もの Arrenurusの Larv21cが寄生し‘ている事を報告している。叉北ドイツの肢
に8種類の Arrenurusが寄生している事を護表してし、る。

筆者は1937年夏より 1949年駄にわたる間，北海、道大雪山，沼の平及びヒサプ沼の泥表地沼に産するミズ

ダニの1種－＿ArrenurusくArrnurus)daisetsucnsis Imamura の生活史を研究したえこのミズダニは欧州に

普通の Arrenurusbicuspidator Berleseに罪常に近い種類であるが体色を始め， Genital wingsの朕等

が異るものであって筆者はこれを新種として別紙に議表した。該種ミズ夕、の生活史並に各 stage の詑載は

次の如くである。

II.研究方法現地に於ける数度の採集，欝察と共に北海道襲撃大事旭川分校生物思質強室に於け
る飼育費験を行った。野外現地では Larvaの寄生虫を得るため水迭の各種昆虫の採集喜霊祭を行った。飼育に

は400ccーラOOccのピ｛カ F にカナダモ Elodea canadensisを入れて井戸水で・飼った。餌としては隔日にミ

ジシコ類を輿えた。水は取り替えなL、。で会るだけ明るい所に置いたが直射日光に嘗てる事は避けた。直射

日光に嘗てる事は一見自然朕態に近くてよい践に考えられるけれ共ピーカ戸内の水温の念激な温上昇のため反

って不自然となり飼育中のミズダ。ニを殺す事がある。産下された卵塊は別のシヤF レに入れて飼育した。卵飼

育の水は議め室温にした新しい水で毎日とりかえた。

III.採集場所大雲山系の内，愛i立演温泉南方約3持の高原，沼の卒〈海抜1380m）に散在する沼
並びに松山温泉東北約2粁のヒサプ沼ぐ海抜950m）であって何れも水色赤褐色の泥茨地沼である。沼の周園はミ

ズコ”ケ，モウセンプケの密生する潟源で，深度は 2m内外，透明度は大である。夏季に行ぐとトシボ類がモウ

センゴケに盛に捕食せられているのがみられる。浮葉植物，沈水植物は非常に少いが岸謹の植物糟が水面上に

出て浮んでいる。魚類は棲息していなL、がエグサンセウウオがL、る。 Pl:mktonとしては Acanthod:aptomus

のみられるのが著しL、。 7-8月の水温は沼の卒18。C，ヒサプ沼17°0であった。

IV.生活史並びに生態初めて沼の平に採集したのは1937年8月10日内田亭博士の御伴をした時
であって多数の雌，若干の雄，多くの Nymphを得たが， Larvz の宿主が何であるかは分らなかった。そ

の後筆者は1948年7月24日再び沼の苧を訪れてi雄，8雌，44Nymphを得た，且つ Ll.'.rvaが早ゾルリイトトン

ボ Enallagrnadeserti yezoensis Asahint・. の成虫 Clmsgo）に寄生している事を箆見した。 1949年7月21

日ヒサゴ沼に於て沼の干の Arrenurusど同一穏の2雄， 7雌を採集した。この際 Nymphをとり得なかった

が，はげしい蚊の襲撃のため小さな Nymphは採集しそこねたものと考えられる。エグルリイトトνボ成虫に

は多数の第一踊 Nymphochrysalisがついていた。同年7月26日三度沼の平に行き1雄， 10雌， 26Nymphと

寄主トシボ，ェソツLリイトトンボ多数並びにオホルリボジヤKマAeschna n!.groflava Martin成虫を採集し

た。そしてオホルリポシヤンマにも多数の Nymphocbrysalisの費生せる事を知った。同年8月7日再びヒサプ

沼に於て刃雀， 11雌， 37Nymph並びに寄主エゾルリイトトシボ，オホルリポシャシマを得た。

寅験室に於ける飼育経過は突の践である。

1948年7J.)26日， 10,499を飼育〈材料沼の卒〉．

7月27日産卵．

8月 6日 Larva癖化．

ゆ49年7月23日Io,7字字を飼育く材料ヒサコマ召〉．

7月24日産卵．

8月 6日 Larva解化．

1949年7月26日， 10' 8平平を飼育之材料沼の平〉・

7月29日産卵．

8月 9日 Larva解化．
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産卵は Elodeaの葉の表面に行われ，ピF カF の壁に産む事はなかった。好んで‘葉の表面基部に窪む。

ヒ記の飼育によ，って産卵時期は7月下旬である事が分る。叉卵は産卵後室湿に於て11-14日間で聯化して

L::i.ryaが出現する。勝化した Larvaは活譲に水中を．ヒ下左右に泳ぎ廻っているが時々水表面に出ゼくる。こ

れは呼肢をするためか又は寄主昆虫を求めるためかも知れない。しかし Pro凶~dae ゃ Thy叩dae のLarva

の如く水表面に浮んで‘いる事はなL、。叉底をはう事もあまりしない。 L:?.rvaが宿主昆虫に乗り移る現況を見

る事はできなかったが，容さ．となるべきトシボが水中生活から空中生活に移る時，つまり N)mph からトン

ボの成虫以出る時に Arrenurusの La,rvaが速かに若いトンボの成虫体に移るものと考えられる。又宿主ト

ンボには日匂geの異ったArrenurusの Nymphochrysalisのついている事から推察すると，第一幼虫が宿

主昆虫に移るのは宿主昆虫が Nymphから Imago になる時だけではなく，産卵その他の機曾に水謹に来た

時にも Arrenuru日の Larvaが宿主に移るものである事は明らかである。寄生場所は主として，トジボの胸

部腹面であって〈第九 .6間〉主として第2,3肢基節の後側に集合してついてLる。その他少数は腹部腹面の関

節にもついている。体の背高や，麹に寄生する事はない。 t宿主に寄生せる童文は一定しなL、が筆者の見た内最

も多いのはオホルリポルジヤシマに於ては96:zg，エグルリイトトシボで‘は13ラ匹のNymphochηsaJisが認めら

れた。寄生率はエソツLリイトトンボ68匹中宮i匹に，オホルリボジヤンマ6個体中5個体に寄生していた。トシボ

の雄にも雌にも寄生しルているが，雌個体の方が堆個体より晶一般に多く寄生を受けている。

Nymphochrysal isは宿主トンボから充分築養をとり生長し切ると Nymphodermaを破って Nymph

がはL、出し再び水中生活を督むようになる。 Nymphodermaはトンボの体表面に附着したま L残る。 Nymph

の時代は相嘗長くミジシコ等を捕食して生長する。 1948年7月26日筒育した Nymphは始め費総色であったが

生長するにつれて段々線青色となり 10月16日にはついに Teleiochrysal is となってピF カーの底に積たわっ

た。しかし自然の獄態で・は水草等につかまって Teleiochrysnlis になるものかどうかは今の所不明である。

成虫 (Imago）の朕態で越冬する事は明らかであるが， .Nymph,Teleiochryaalisの扶態でも越冬するかも

知れなL、。生活史の各 stageに於ける賦況は次の様である。

v. 卵 卵〈第I園〉は黄色，球献，直径18弓ー19JP.でゼラチン質の卵膜にて被われている。卵の大き
さは個体によって多少の差異がある。文同一卵塊中の卵にも大小が若干ある。卵塊膜は多くの Septaで仕切

られに1SeptumにINS宛入つbてL、る。卵塊膜は透明であるが，表面は泡沫賦を墨しているため肉眼では乳白色

に見える。 1卵塊の卵童文は6-3）個である。雌は一度に産卵してしまうのではなく，何度にも分けて産卵する。

産卵毎にー卵塊を形成する。

』由同ーーーー－＜ os－輔、， 。
第1-3闘. ArrenuruB (Arrenurus) daisetsueusis. 訴1闘・卵塊

傍2園. N ymphochry自ali日背面 第3圃. Nymphophanorgan 

都4闘・第一幼虫右．背面，左．腹商．
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VI.第一幼虫 Larva く第4園〉は西洋梨型で Maxillar.. organほ吻献に突出している。体の後
端は少々尖ってL、る。体は上下にやふ属平である。体長286.P-，体巾170ノh 体色は育色を稽びた褐色で、ある。

Intestine l主茶褐色をしていて背面からH字献に見え，多くの柴董 .granulesが認められる。眼は1劃で大き

く赤黒色である。限の前方には2封の小さな毛がある。体の側方には2封の長い毛があり，背面後方爾側にも 2

針の是がある。腹面は6個の腹板によって殆んど被いつくされている。第1腹板諸方外穣近〈には 1本の長い毛

がある。第1腹板と第2腹板との聞にも1針の長い毛がある。第2腹板は巾狭〈毛を持たなL、。 第雪腹板は最も大

きく 1勤の長い毛がある。性域板くgenital plate）は角のない6角形を墨し，生殖孔の原基はまだ認められな

i、。左右に2封の小さな毛がある。性域板前方には1劃の小毛が，側方には2封の長い毛があり， 体の後端には

最も長い1針の毛がある。 Palpus lお節よりなり第3節は最も強大でl本の長い毛を有す。 第4節は短かく童文イ聞

の爪朕の椋と初枝せる1本の長い毛とを持っている。これ等の三Eや練は鈎爪献をたしている第5簡と共に宿キト

停ラ－6同． Ai・renurusくArrenurus)daisetsuensisの宿主昆虫の腹商．

第5圃． オホ Jt. リポジヤシマ A~ 日cbna nigroflava 停6悶． ェグルリイトトシボ Enallagma

deserti yezoensis. 

第7-8間. Arrenuru日（Arrenurus)dai目的suensis第二幼虫． 部7固・ 背面，第8闘・ 腹面．

νボに寄生する際に役立つ事は明らかである。第l節は吻賦に突出した Ma.x:illarorganの側面に附着してい

る。 Maxillar organの先端には1封の Mandiblesの爪の先が出ている。肢は3封で各肢はラ節よりなる。

各肢の長さは弐の如し。 I.23'.Jρ，n: ~ 24タメJ.., JII. 2与8人各肢第2節は最も太〈，袋線には1本の長い毛があ
る。第3節はや L小さく各肢共後側に初枝せる1木の長い毛がある。第2肢第4節にはその末端近くに羽技せる 2

本の長い毛と初枝しなし、1本の長い毛とがある。，第ラ節は各肢共中央がふくらみ紡錘彩をなしていて先端は倉：に

細くなり末端には1劉の長い爪をもっている。

VII.第一踊（第2園） Larvaが宿主を得て寄生生活に入ると第一踊 ＇（Nymphochrysaliめと
なり吸J＆管を宿主体内にスれて養分を既牧して太る。生長し切った Nymphocbrysalisは球形に近くなり腹

板は各鈎が隔離して体は飴色に輝いてくる。生長し切った Nymphoch1・ysalis は長さ47ラρ，巾375ρで．背

面前方中央部には淡侵赤色の背板 cDor日alplate）を形成する。 Nymphoderma（第2園〉の表面は背臨面と

もに細かい線献の紋があるが，背板の部分のみは鱗片状を呈している。 Nymphophanor ganく第3圃〉は淡燈

縄色の plateをなしていて長さ29ρ，巾32メムで中央には明らかな原生殖孔がみられる。

VIII.第二幼虫 Nymphく第7-8圃〉 はほど球形で生れて聞もない個体では体長46つ人体巾
410.P-，体高375.P-であるが生長し切ったものでは，体長8151仏，体巾770ρ，体高6601ιである。

以下最小個体について記せば，限は1劉黒色でや L三角形をしており， 爾眼閣の距離は185）らである。

背面く第7圃〉には9到の分泌腺と4鈎の感覚毛がある。各分泌腺には各々1本の感覚毛がある。 腹商には3群の

4 
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Epimera, 2個の Genitalwingsの外5錆の分泌腺と1酒の排准孔とがある。 第l,2 Epimeraは左右4個が

合して1群を形成している。第3,4 Epimeraは合一しているが左右は離れている。 Genitalwingsは

Imagoのそれと稽似るが大きな鱗片；伏の Papilla で被われている。左右爾翼の間に1京生殖手Lがある。誹・准

孔は原生殖孔のや L後方にあり，丸くて大きい。 Palpi,Mandible, ・Ma.dllar organは共に Imagoに似

ている。 Mandibleはその爪共14＇）ρで， Maxillar orgnnは長さ116｝！－，巾99メムで Palpus各簡の長さは

弐の如くである。 〈斤〉：

I :U: . fil IV V 
掻側 17 64 46 81 弓2

湾側 15 29 1l 52 

JX.成 虫雄：は体長1170人体巾758メ九体高73））仏である。ほど卵形で眼の前方はや L隆起し
て，前縁中央部は少々後方に湾入してL唱。 Caudal appendixはや L内側に湾曲してL唱。 Petiolu自の長

さは3Jラ升で，先端は四角形を墨ずる。体の後藤には3封の毛があり最内側の毛は先端が内に向って曲つbていて

Petiolusよりも短L、。

:Maxil lar -0rganは長さ136ρ，巾12ラメi, :Mandibl eは強大な爪を持ち長さ216斤であるo Palpu日

は強大で第2節には7本の練があり内2本は初枝している。第3節は2本の練を持つ。 第4節は最も大きく3本の練

を有するが内1本は下稼近くにあって強く，爪献に湾曲せる第ラ節と協司して物を狭むのiこ遁ずる。各節の長さ

は弐の知くである（，的：

I Il Dl IV Y 
張側 29 93 70 104 64 

3窓｛則 2ラ 52 23 81 

第4Epimera は最も大きくその外縁は2本の練がある。その後縁の内方はや L前方に湾曲している。

第4肢は強大でその第4笥は最も長く，先端に7本の長L、毛を有するけずめを持っている。 第ラ， 6雨節は比較拘

小さL、。各肢の長さは弐の如くである。 〈斤〉： I. 800, H. 814, 1[. 887, 1 V. I 140. Genital wings 

は伺嘗鹿く，外側に於て鹿くふくらんでL唱。雨翼の聞は狭まれて生殖孔が京孔してL唱。体色は縁青色，眼

は赤黒色である。

雌：は大体卵形で体長1I9Jρ，体巾970ρ，体高973｝んである。体の先端は狭くなってL唱。 体の後側

隅はや L角ばっている。背蒋は楠盟形をしている。爾眼聞の距離は393）仏で雄のより短かい。

Max:Hlar organは長さ186人巾145人 M:mdible は長さ 174升である。 P~lpus 各節の長さは次

の如〈であるく升〉：

Il Dl IV V 
張側 41 99 64 110 64 

1事制q 23 52 3ラ 80 

Epimeral platesはほぼ雄と同様である。各肢の長さはくJ的： I.880, l[. 814, l!I. 887, IV.1140. 
Genital wings は巾鹿く遁嘗に前方に湾曲してL、て先端は宇球状をなしている。排漉孔は体の中央後縁近く

にや L突出して関孔している。

稿を終るに常り，本研究中絶えず御指導と御鞭捷とを賜わった恩師北大教授内田亨博士に深謝すると共

に宿主トシポの同定を賜わった朝比奈正二郎博士に厚〈御謹を申し上げる。又ヒグマ出設の危険あるこの地帯

の採集に営つては愛別村立イ唾佼歌誌猪股照柴君並びに北海遊撃事大串旭川分校生物皐専攻撃生諸君の協力を

得た。こ Lに併せ記して謝意を表する次第である。
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